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〔
事
実
〕

更
さ
れ
た
も
の
）
を
超
え
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

最
高
裁
判
所
民
事
判
例
研
究

東
京
大
学
判
例
研
究
会

複
数
の
全
部
義
務
者
の
う
ち
何
れ
か
の
者
に
和
議
が
成
立
し
た
場
合
に
お
い
て
、
他
の
全
部
義
務
者
が
債
権
者
に
対
し
手
続
開
始
の
前
に

弁
済
を
し
た
こ
と
に
よ
り
求
償
権
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
求
償
権
は
和
議
条
件
ど
お
り
に
変
更
さ
れ
る
。
当
該
全
部
義
務
者
が
手
続

開
始
の
後
に
弁
済
を
し
た
こ
と
に
よ
り
求
償
権
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
こ
の
求
償
権
の
行
使
は
、
債
権
者
が
債
権
全
額
の
満
足
を
受
け
た

場
合
に
の
み
認
め
ら
れ
、
且
つ
、
当
該
全
部
義
務
者
が
弁
済
に
よ
る
代
位
に
よ
っ
て
取
得
す
る
債
権
者
の
和
議
債
権
（
和
議
条
件
に
よ
り
変

和
議
法
四
五
条
、
破
産
法
二
六
条
一
項
・
ニ
項
、
民
法
四
六
五
条
•
四
四
二
条
•
五
0
0
条

平
成
七
年
一
月
二

0
日
第
二
小
法
廷
判
決
（
虹
畷
年
記
更
炉
疇
炉
mor[請
紐
い
虹
男
）
民
集
四
九
巻
一
号
一
頁

Y

（
被
告
・
控
訴
人
・
上
告
人
）
に
つ
き
、
昭
和
六

O
（
一
九
八
五
）
年
三
月
六
日
に
和
議
開
始
決
定
が
下
り
、
以
下
の
内
容
の
和

議
条
件
で
和
議
を
認
可
す
る
旨
の
決
定
が
同
年
六
月
―
二
日
に
確
定
し
た
。
す
な
わ
ち
（
一
）
和
議
債
務
者
Y
は
和
議
債
権
者
に
対
し
、
認
可
決

定
確
定
の
日
か
ら
六
ヶ
月
を
経
過
し
た
日
（
即
ち
昭
和
六
〇
（
一
九
八
五
）
年
―
二
月
―
二
日
）
を
第
一
回
と
し
、
以
後
一
年
目
毎
に
合
計
一
五

回
に
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
和
議
債
権
元
本
の
四
パ
ー
セ
ン
ト
相
当
額
を
支
払
う
（
総
計
六

0
%）
。
（
二
）
以
上
の
支
払
が
終
え
ら
れ
た
時
に
は
、

残
余
の
和
議
債
権
・
遅
延
損
害
金
等
は
免
除
さ
れ
る
。

民
集
四
九
巻
一
号
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と
こ
ろ
で
、

Y
は
、
訴
外
A
が
代
表
者
を
務
め
る
株
式
会
社
訴
外
B
の
訴
外
C
に
対
す
る
債
務
（
貸
付
金
債
務
）
に
つ
き
、

Xl
（
原
告
・
被
控

訴
人
。
控
訴
審
係
属
中
に
死
亡
）
お
よ
び

A
と
と
も
に
連
帯
保
証
を
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、

Xl
は
C
に
対
し
、
昭
和
五
六
（
一
九
八

一
）
年
一

0
月
三
一
日
か
ら
昭
和
六
三
（
一
九
八
八
）
年
一

0
月
二

0
日
に
渡
り
合
計
四
五
九
七
万
円
余
を
支
払
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

Xlは
本
件

和
議
開
始
決
定
の
前
か
ら
認
可
決
定
確
定
の
後
に
渡
っ
て

C
に
対
す
る
弁
済
を
行
っ
た
わ
け
で
あ
る
（
た
だ
し

C
の
債
権
全
額
が
弁
済
さ
れ
た
か

ど
う
か
、
何
時
幾
ら
弁
済
さ
れ
た
か
は
原
審
で
は
認
定
さ
れ
て
い
な
い
）
。
上
記
弁
済
に
よ
り

xlは、

Y
に
対
し
弁
済
金
四
五
九
七
万
円
余
の
半

額
の
二
二
九
八
万
円
余
の
求
償
権
を
取
得
し
た
と
し
て
（
以
下
、
こ
れ
を

Y
の
債
務
と
し
て
本
件
求
償
債
務
と
称
す
る
）
、
こ
の
支
払
を
求
め
訴

え
を
提
起
し
た

(
B
社
は
事
実
上
倒
産
し
A
は
無
資
力
で
あ
る
）
。
こ
れ
が
本
件
訴
訟
で
あ
る
。

第
一
審
は
い
わ
ゆ
る
欠
席
判
決
で

XI
の
請
求
を
全
部
認
容
。
こ
れ
に
対
し
Y
が
控
訴
し
、
本
件
和
議
の
成
立
を
抗
弁
と
し
て
主
張
し
た
（
ほ
か

に
も
抗
弁
と
し
て
主
張
し
た
事
由
が
あ
る
が
、
省
略
す
る
。
な
お
、
控
訴
審
中
に

XI死
亡
に
よ
り
、

XZ
・
ふ
（
被
控
訴
人
・
被
上
告
人
）
が
訴
訟

を
受
継
し
て
い
る
）
。
第
二
審
は
、
本
件
和
議
の
成
立
を
認
定
し
た
う
え
、
、

Y
の
XIに
対
す
る
本
件
求
償
債
務
を
和
議
開
始
決
定
前
後
で
特
に
区

別
せ
ず
一
体
と
し
て
、
本
件
和
議
条
件
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
た
と
し
、

Y
が
XI
に
対
し
、
本
件
求
償
債
務
の
元
本
に
つ
き
、

XI
か
ら
Y
へ
の
本
件

訴
訟
提
起
に
よ
る
催
告
後
の
最
初
の
和
議
債
務
支
払
日
で
あ
る
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
―
二
月
―
二
日
を
第
一
回
と
し
て
そ
れ
か
ら
平
成
一
五

（二

0
0三
）
年
ま
で
毎
年
―
二
月
―
二
日
に
四
％
ず
つ
支
払
い
、
合
計
六

0
％
を
支
払
っ
た
場
合
に
は
残
余
の
債
務
は
免
責
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
が
、

Y
が
こ
の
条
件
に
し
た
が
っ
た
支
払
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、

Y
は
残
余
の
債
務
の
免
責
の
利
益
を
失
い
、
そ
の
全
額
に
つ
き
平
成
一

五
（
二

0
0三
）
年
―
二
月
一
三
日
に
支
払
を
す
る
義
務
が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
と
し
た
上
で
、

Y
が

XIら
に
対
し
上
記
第
一
回
分
の
支
払
を
期

日
に
為
し
た
旨
の
主
張
立
証
が
無
い
事
を
理
由
に
、
和
議
条
件
の
通
り
の
支
払
が
な
か
っ
た
と
し
て
、
第
一
回
分
の
支
払
を
直
ち
に
、
第
二
回
か

ら
一
五
回
ま
で
の
支
払
を
そ
の
通
り
に
、
残
余
の
債
務
に
つ
い
て
の
支
払
を
平
成
一
五
（
二

0
0三
）
年
―
二
月
一
三
日
に
な
す
よ
う
に
命
じ
る

判
決
を
下
し
た
。

こ
れ
に
対
し
Y
が
上
告
（
最
高
裁
は
上
告
理
由
に
直
接
答
え
て
い
な
い
た
め
、
上
告
理
由
は
省
略
す
る
）
。

〔
判
旨
〕

上
告
人
敗
訴
部
分
に
つ
き
破
棄
•
差
し
戻
し
。
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〔
評
釈
〕

以
上
の
権
利
行
使
を
認
め
る
の
は
、
不
合
理
だ
か
ら
で
あ
る
。
」

ば
、
連
帯
保
証
人
は
、
債
権
者
が
債
権
全
部
の
弁
済
を
受
け
る
ま
で
の
間
は
、

一
部
の
弁
済
を
理
由
と
し
て
和
議
債
務
者
に
求
償
す
る
こ
と
は
で

四
認
可
決
定
に
よ
っ
て
和
議
条
件
ど
お
り
に
変
更
さ
れ
る
。
」

「
連
帯
保
証
人
は
、
自
己
の
負
担
部
分
を
超
え
る
額
を
弁
済
し
た
場
合
は
、
民
法
四
六
五
条
一
項
、
四
四
一
一
条
に
基
づ
き
、
他
の
連
帯
保

証
人
に
対
し
、
右
負
担
部
分
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
の
み
、
求
償
権
を
行
使
し
得
る
に
と
ど
ま
り
、
〔
最
判
昭
和
四
六
年
三
月
一
六
日
民
集
二

五
巻
二
号
一
七
三
頁
〕
、
弁
済
し
た
全
額
に
つ
い
て
負
担
部
分
の
割
合
に
応
じ
て
求
償
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
」

「
そ
し
て
、
連
帯
保
証
人
の
一
人
に
つ
い
て
和
議
開
始
決
定
が
あ
り
、
和
議
認
可
決
定
が
確
定
し
た
場
合
に
お
い
て
、
右
和
議
開
始
決
定

の
時
点
で
、
他
の
連
帯
保
証
人
が
和
議
債
務
者
に
対
し
て
求
償
権
を
有
し
て
い
た
と
き
は
、
右
求
償
権
が
和
議
債
権
と
な
り
、
そ
の
内
容
は
和
議

「
右
の
場
合
、
和
議
開
始
決
定
の
後
に
弁
済
し
た
こ
と
に
よ
り
、
和
議
債
権
者
に
対
し
て
求
償
権
を
有
す
る
に
至
っ
た
連
帯
保
証
人
は
、

債
権
者
が
債
権
全
部
の
弁
済
を
受
け
た
と
き
に
限
り
、
右
弁
済
に
よ
る
代
位
に
よ
っ
て
取
得
す
る
債
権
者
の
和
議
債
権
（
和
議
条
件
に
よ
り
変
更

さ
れ
た
も
の
）
の
限
度
で
、
右
求
償
権
を
行
使
し
得
る
に
過
ぎ
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
」

「
け
だ
し
、
債
権
者
は
、
債
権
全
部
の
弁
済
を
受
け
な
い
限
り
、
和
議
債
務
者
に
対
し
、
和
議
開
始
決
定
当
時
に
お
け
る
和
議
債
権
全
額

に
つ
い
て
和
議
条
件
に
従
っ
た
権
利
行
使
が
で
き
る
地
位
に
あ
る
こ
と
〔
最
判
昭
和
六
二
年
六
月
二
日
民
集
四
一
巻
四
号
七
六
九
頁
〕
か
ら
す
れ

き
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
和
議
制
度
の
趣
旨
に
か
ん
が
み
て
も
、
和
議
債
務
者
に
対
し
、
和
議
条
件
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
和
議
債
権

判
旨
疑
問
。
な
お
、
本
評
釈
に
お
い
て
本
件
の
事
案
の
数
字
は
、
便
宜
上
C
の
連
帯
保
証
債
権
を
一

0
0
0万
円
（
簡
便
に
す
る
た

め
利
息
は
無
視
す
る
）
X
l
•
Yの
負
担
部
分
を
一
対
一
、
Y

の
和
議
に
お
け
る
和
議
条
件
を
四
0
％
弁
済
（
破
産
に
置
き
直
し
た
場
合
に
は
四0
％
配

当
）
と
簡
略
化
し
て
表
記
す
る
こ
と
と
す
る
。

数
人
の
全
部
義
務
者
の
内
の
一
人
に
つ
き
和
議
・
破
産
等
の
倒
産
手
続
が
開
始
し
た
場
合
に
、
債
権
者
に
対
し
て
弁
済
を
し
た
他
の
全
部

義
務
者
が
倒
産
債
務
者
に
対
し
て
行
使
し
う
る
債
権
と
し
て
は
、
（
イ
）
弁
済
者
自
身
の
倒
産
債
務
者
に
対
す
る
求
償
権
、
（
口
）
弁
済
に
よ
る
代

位
に
よ
っ
て
取
得
し
た
債
権
者
の
債
権
の
二
つ
が
あ
る
。
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さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

（一）

手
続
開
始
後
の
弁
済
に
よ
る
求
償
権
の
行
使
に
関
し
、
先
行
判
例
は

一
部
弁
済
の
場
合
・
全
部
弁
済
の
場
合
を
特
に
区
別
せ
ず
、
他

係
に
立
つ
か
、
も
検
討
を
要
す
る
。
以
下
、

一
部
弁
済
の
場
合
、
全
部
弁
済
の
場
合
に
わ
け
て
考
察
す
る
。

本
判
決
は
、
こ
の
う
ち
、
和
議
の
場
合
に
求
償
権
の
行
使
が
い
か
な
る
範
囲
で
許
さ
れ
る
か
に
つ
き
、
手
続
開
始
前
の
弁
済
の
場
合
と
手
続
開

始
後
の
弁
済
の
場
合
（
こ
れ
は
さ
ら
に
債
権
の
一
部
に
つ
い
て
の
み
満
足
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
ー
ー
以
下
一
部
弁
済
の
場
合
と
い
う
ー
と
、
債
権
全
額

に
つ
き
満
足
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
ー
|
以
下
全
部
弁
済
の
場
合
と
い
う

i

の
二
つ
の
場
合
に
分
け
ら
れ
て
い
る
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
、
初
め
て
最

高
裁
判
所
と
し
て
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
手
続
開
始
後
の
一
部
弁
済
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
破
産
に
関
し
す

で
に
最
高
裁
判
所
の
判
例
が
あ
る
（
最
判
昭
和
六
二
年
七
月
二
日
金
融
法
務
事
情
―
―
七
八
号
三
七
頁
）
が
、
手
続
開
始
前
の
弁
済
の
場
合
・
手
続
開

始
後
の
全
部
弁
済
の
場
合
に
つ
い
て
は
本
判
決
が
破
産
•
和
議
を
通
じ
て
初
め
て
の
最
高
裁
判
例
で
あ
る
。
な
お
、
最
判
昭
和
六
二
年
六
月
二
日

民
集
四
一
巻
四
号
七
六
九
頁
が
手
続
開
始
後
の
弁
済
に
基
づ
く
弁
済
者
に
よ
る
債
権
者
の
権
利
の
取
得
に
関
し
判
示
し
て
い
る
。

ま
た
、

手
続
開
始
後
の
弁
済
に
よ
る
求
償
権
の
行
使
に
つ
い
て
は
、
和
議
に
関
し
大
審
院
お
よ
び
下
級
審
に
よ
る
先
行
判
例
が
あ
り
、
こ
れ
と
の

関
係
が
問
題
と
な
る
。
ま
た
債
権
者
の
権
利
の
取
得
に
つ
き
判
示
し
た
右
記
最
判
昭
和
六
二
年
六
月
二
日
が
本
判
決
に
い
か
な
る
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
か
、
お
よ
び
破
産
に
お
け
る
一
部
弁
済
の
場
合
の
求
償
権
の
行
使
に
関
す
る
右
記
最
判
昭
和
六
二
年
七
月
二
日
と
本
判
決
が
い
か
な
る
関

の
全
部
義
務
者
が
原
債
権
の
免
責
部
分
を
超
え
る
額
の
弁
済
を
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
限
度
（
こ
れ
は
債
権
者
が
本
来
行
使
で
き
る
は
ず
の
和
議
債

権
か
ら
実
際
に
和
議
債
権
と
し
て
弁
済
を
受
け
る
額
を
引
い
た
残
り
に
相
当
す
る
。
以
下
便
宜
上
「
余
剰
分
」
と
称
す
る
）
で
求
~
~
の
存
品

g
を
認
め
る

と
の
枠
組
を
取
っ
て
き
た
と
見
ら
れ
る
（
大
判
昭
和
五
年
―
二
月
二
四
日
民
集
九
巻
一
―

-
0
五
頁
が
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
そ
れ
を
東
京
地
判

昭
和
四
五
年
八
月
一
八
日
判
例
時
報
六
―
四
号
七
七
頁
•
高
知
地
判
昭
和
六
二
年
―
一
月
二
五
日
判
例
時
報
―
二
七
八
号
―
二
八
頁
が
踏
襲
し
た
。
な
お
高
知

地
判
昭
和
六
二
年
―
一
月
二
五
日
は
最
判
昭
和
六
二
年
六
月
二
日
後
の
判
例
で
あ
る
）
。
こ
れ
ら
の
判
例
で
は
債
権
者
の
債
権
は
全
額
弁
済
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
保
証
人
等
が
和
議
債
務
者
た
る
主
債
務
者
に
求
償
し
た
事
案
で
、
判
示
内
容
も
保
証
人
か
ら
主
債
務
者
に
対
す
る
求
償
に
限
定

こ
れ
に
対
し
、
最
判
昭
和
六
二
年
六
月
二
日
は
、
手
続
開
始
後
の
弁
済
に
よ
る
債
権
者
の
権
利
の
取
得
に
関
し
、

一
部
弁
済
の
場
合
・
全
部
弁
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れ
る
）
。
最
判
昭
和
六
二
年
六
月
二
日
は
、

114 (2• 89) 

済
の
場
合
を
区
別
し
、
前
者
の
場
合
に
は
弁
済
者
は
債
権
者
の
権
利
を
取
得
で
き
ず
債
権
者
が
債
権
全
額
を
行
使
で
き
、
後
者
の
場
合
は
他
の
全

部
義
務
者
は
ょ
余
剰
分
」
の
限
度
で
債
権
者
の
権
利
を
取
得
で
き
る
、

と
の
判
断
を
下
し
た
（
も
っ
と
も
正
確
に
は
最
判
昭
和
六
二
年
六
月
二
日
自

体
は
、
破
産
の
場
合
の
取
扱
に
つ
き
「
将
来
の
求
償
権
を
有
す
る
複
数
の
全
部
義
務
者
に
よ
る
一
部
ず
つ
の
弁
済
に
よ
り
、
又
は
右
の
弁
済
と
破
産
財
団
か
ら

の
配
当
と
に
よ
り
、
届
出
債
権
全
額
を
満
足
さ
せ
て
な
お
配
当
金
に
余
剰
を
生
じ
た
場
合
に
、
右
剰
余
部
分
に
つ
い
て
、
右
全
部
義
務
者
が
各
自
の
弁
済
額
の

割
合
に
応
じ
て
債
権
者
の
権
利
を
取
得
す
る
」
と
判
示
し
た
上
で
「
以
上
に
述
べ
た
こ
と
は
、
和
議
法
四
五
条
に
よ
っ
て
右
各
規
定
が
和
議
債
権
に
つ
い
て
準

用
さ
れ
る
場
合
に
も
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
」
と
し
か
述
べ
て
い
な
い
。
ま
た
、
当
判
決
で
直
接
問
題
に
な
っ
た
の
は
手
続
開
始
後
に
他
の
全
部
義
務
者
か
ら

一
部
弁
済
を
受
け
た
債
権
者
の
権
利
行
使
の
範
囲
で
あ
り
、
当
該
判
示
部
分
は
判
決
の
結
論
に
は
影
響
な
い
部
分
で
あ
る
。
な
お
同
判
決
に
い
う
「
右
剰
余
部

分
」
が
、
破
産
の
場
合
の
上
記
「
余
剰
分
」
に
当
た
る
）
。
和
議
債
権
者
を
振
出
人
と
す
る
手
形
の
裏
書
人
に
よ
る
一
部
弁
済
の
事
案
だ
っ
た
が
、
判

旨
は
数
人
の
全
部
義
務
者
が
同
一
債
権
者
に
債
務
を
負
う
場
合
一
般
を
対
象
と
し
て
い
る
。

大
判
昭
和
五
年
―
―
一
月
二
四
日
・
東
京
地
判
昭
和
四
五
年
八
月
一
八
日
・
高
知
地
判
昭
和
六
二
年
―
一
月
二
五
日
は
す
べ
て
全
部
弁
済

の
場
合
の
事
案
で
あ
る
た
め
、
大
判
昭
和
五
年
―
二
月
二
四
日
の
枠
組
に
よ
り
一
部
弁
済
の
場
合
に
弁
済
者
に
認
め
ら
れ
る
求
償
権
行
使
の
範
囲

は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
か
っ
た
が
、
「
余
剰
分
」
の
限
度
で
求
償
権
の
行
使
が
で
き
る
と
す
る
抽
象
的
な
判
示
内
容
か
ら
は
、
以
下
の
三
通
り

が
考
え
ら
れ
た
苓
3
弁
済
者
の
「
余
剰
分
」
に
関
す
る
求
償
権
行
使
は
債
権
者
に
劣
後
す
る
（
す
な
わ
ち
結
局
は
債
権
者
が
債
権
全
額
の
満
足
を
受

け
る
ま
で
は
権
利
行
使
は
で
き
な
い
）
、
②
弁
済
者
は
債
権
者
と
並
ん
で
権
利
行
使
が
で
き
、
そ
の
分
債
権
者
の
受
領
す
る
分
割
弁
済
額
が
減
少
す

る
、
③
弁
済
者
は
債
権
者
と
並
ん
で
権
利
行
使
が
で
き
る
が
、
債
権
者
の
受
領
す
る
分
割
弁
済
額
は
こ
れ
に
よ
り
減
少
し
な
い
（
な
お
③
の
扱
い

に
よ
っ
て
も
和
議
債
権
者
の
負
担
は
全
体
と
し
て
は
増
加
し
な
い
点
に
注
意
を
要
す
る
。
た
だ
個
々
の
分
割
弁
済
期
の
弁
済
額
が
増
加
し
、
弁
済
が
早
期
化
さ

一
部
弁
済
の
場
合
に
も
債
権
者
の
権
利
行
使
額
は
減
少
し
な
い
と
し
た
た
め
、
こ
れ
に
よ
り
上
記
の

内
②
が
否
定
さ
れ
た
（
最
判
昭
和
六
二
年
六
月
二
日
の
原
審
は
大
判
昭
和
五
年
―
二
月
一
一
四
日
を
か
よ
う
に
理
解
し
た
と
思
わ
れ
る
）
°
③
は
最
判
昭
和
六

二
年
六
月
二
日
に
よ
っ
て
も
理
論
上
は
と
り
う
る
が
、
個
々
の
弁
済
期
に
お
い
て
本
来
の
和
議
債
権
以
上
の
負
担
を
債
務
者
に
強
い
る
こ
と
に
な

る
。
本
判
決
は
こ
れ
を
不
当
と
す
る
立
場
か
ら
、
最
判
昭
和
六
二
年
六
月
二
日
の
一
部
弁
済
の
場
合
に
も
債
権
者
の
権
利
行
使
額
は
減
少
し
な
い
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ィ
て
い
る
か
、
で
あ
る
。

義
務
者
問
の
求
償
一
般
に
及
ぶ
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

う
に
等
し
い
意
義
を
有
す
る
と
評
価
で
き
よ
う
。

と
す
る
判
示
を
論
理
的
前
提
と
し
て
、
③
の
取
り
扱
い
を
否
定
し
、
①
の
立
場
を
と
っ
た
と
言
え
る
（
最
判
昭
和
六
二
年
七
月
二
日
は
破
産
の
場
合

に
一
部
弁
済
の
場
合
の
求
償
権
の
行
使
を
否
定
し
て
お
り
、
本
判
決
に
よ
り
こ
の
限
り
で
は
破
産
と
和
議
で
共
通
の
取
扱
が
為
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
）
。
以
上
か
ら
す
れ
ば
本
判
決
は
、
大
判
昭
和
五
年
―
二
月
二
四
日
の
枠
組
を
明
確
化
し
た
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
大
判
昭
和
五
年
一

二
月
二
四
日
は
、
弁
済
者
に
よ
る
債
権
者
の
権
利
の
取
得
に
関
す
る
破
産
法
二
六
条
二
項
が
同
法
二
四
条
と
の
関
係
で
一
部
弁
済
の
場
合
に
も
適

用
が
あ
る
か
と
い
う
問
題
が
提
起
さ
れ
る
前
の
判
例
で
あ
り
、

か
か
る
問
題
が
判
示
上
も
意
識
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
本
判
決
は
か
か
る

問
題
を
踏
ま
え
た
上
で
手
続
開
始
後
の
一
部
弁
済
の
場
合
の
求
償
権
の
行
使
を
否
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
枠
組
を
変
更
し
た
と
言

な
お
、
本
来
の
和
議
債
権
以
上
の
負
担
の
不
当
性
は
、
複
数
全
部
義
務
者
の
場
合
一
般
に
言
え
る
こ
と
で
あ
り
、
本
判
決
の
射
程
は
複
数
全
部

全
部
弁
済
の
場
合
の
求
償
権
の
行
使
に
関
す
る
本
判
決
を
判
示
を
先
行
判
例
の
中
に
位
置
づ
け
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
、
判
旨
＝
一
の

意
味
内
容
を
確
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
判
旨
三
は
二
点
に
お
い
て
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
、
必
ず
し
も
一
義
的
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
第
一
点
は
、

判
旨
一
l

一
に
い
う
「
弁
済
に
よ
る
代
位
に
よ
っ
て
取
得
す
る
債
権
者
の
和
議
債
権
」
と
し
て
い
か
な
る
範
囲
の
も
の
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
か
、

で
あ
り
、
第
二
点
は
、
本
判
決
が
手
続
開
始
後
の
弁
済
に
よ
る
求
償
権
自
体
も
和
議
債
権
と
し
て
和
議
条
件
通
り
の
権
利
変
更
を
受
け
る
と
解
し

第
一
点
か
ら
検
討
す
る
。
先
述
の
通
り
本
件

X
l
.
Y
は
債
務
者
B
の
連
帯
保
証
人
で
あ
り
、

Xlが
債
権
者
C
に
対
す
る
弁
済
に
よ
る
代
位

に
よ
っ
て
取
得
す
る
和
議
債
権
は
、

C
の
B
に
対
す
る
原
債
権
を
担
保
す
る
も
の
と
し
て
の

Y
に
対
す
る
連
帯
保
証
債
権
で
あ
る
（
判
旨
も
連
帯

保
証
人
か
ら
連
帯
保
証
人
へ
の
求
償
を
対
象
と
し
た
判
示
と
な
っ
て
い
る
）
。
こ
の
場
合
、

XIは
原
債
権
は
そ
の
全
額
に
つ
き
代
位
取
得
す
る
が
、
連

帯
保
証
債
権
に
つ
い
て
は
代
位
取
得
は
負
担
部
分
の
割
合
に
よ
る
と
す
る
か
、
あ
る
い
は
、

XI
の
Y
に
対
す
る
求
償
権
の
範
囲
だ
と
す
る
の
が
、

学
説
上
の
一
般
的
理
解
で
あ
る
（
民
法
五

0
一
条
但
書
と
の
平
仄
に
よ
る
。
山
田
誠
一

「
求
償
と
代
位
」
民
商
法
雑
誌
一
〇
七
巻
二
号
(
-
九
九
二
）

八
九
頁
、
奥
田
昌
道
『
債
権
総
論
増
補
版
』
（
一
九
九
二
）
五
四
八
•
五
四
九
頁
、
内
田
貴
『
民
法

I
I
l』
（
一
九
九
六
）
七
三
頁
、
我
妻
栄
『
新
訂
債
権
総
論
』
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ロ
（
一
九
六
四
）
二
六
二
頁
等
）
。
し
か
し
、
明
確
で
は
な
い
が
、
本
判
決
は
、

XIが
代
位
取
得
す
る
の
は

XI
の
弁
済
額
に
相
当
す
る

C
の
Y
に
対
す

る
連
帯
保
証
債
権
全
額
と
考
え
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
判
決
が
求
償
権
の
行
使
が
代
位
取
得
さ
れ
た
和
議
債
権
の
限
度
と
い
う
制
約

を
受
け
る
べ
き
根
拠
と
す
る
の
は
「
和
議
条
件
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
（
債
権
者
の
）
和
議
債
権
以
上
の
権
利
行
使
を
認
め
る
」
（
括
弧
内
筆
者
）
こ

と
の
不
合
理
性
で
あ
る
。
即
ち
、
本
判
決
の
意
図
は
和
議
債
務
者
が
債
権
者
の
和
議
債
権
以
上
の
負
担
を
負
う
の
を
防
ぐ
点
に
あ
り
、
そ
の
論
理

構
成
と
し
て
「
代
位
に
よ
っ
て
取
得
す
る
債
権
者
の
和
議
債
権
（
和
議
条
件
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
も
の
）
の
限
度
」
と
い
う
表
現
を
用
い
た
だ
け
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
代
位
取
得
が
負
担
部
分
の
割
合
に
よ
る
か
、
求
償
権
の
範
囲
だ
と
解
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
代
位
取
得
権
（
和
議
条

件
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
も
の
）
が
い
か
な
る
範
囲
で
行
使
可
能
な
も
の
か
、
問
題
が
生
じ
る
。
代
位
取
得
額
が
単
純
に
和
議
条
件
通
り
に
縮
減
さ
れ
る
と
す
る

と
、
和
議
債
務
者
Y
も
一
定
額
の
弁
済
を
し
て
い
る
場
合
に
は
、
債
権
者
の
債
権
が
二
重
に
評
価
さ
れ
、
「
和
議
債
務
者
に
対
し
て
和
議
債
権
以
上
の
権
利
行

使
を
認
め
る
」
こ
と
が
起
こ
り
う
る
）
。

従
っ
て
、
本
判
決
に
い
う
「
弁
済
に
よ
る
代
位
に
よ
っ
て
取
得
す
る
債
権
者
の
和
議
債
権
（
和
議
条
件
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
も
の
）
」
は
、
「
余
剰
分
」

に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
点
、
最
判
昭
和
六
二
年
六
月
二
日
の
判
示
し
た
弁
済
者
に
よ
る
債
権
者
の
権
利
の
取
得
の
範
囲
と
一
貫
す
る
。

次
に
、
第
二
点
。
本
判
決
は
、
上
述
の
通
り
弁
済
者
（
連
帯
保
証
人
）
の
和
議
債
務
者
に
対
す
る
求
償
権
の
行
使
に
、
「
余
剰
分
」
の
限
度

と
い
う
制
約
を
課
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
他
に
弁
済
者
の
求
償
権
自
体
が
和
議
条
件
通
り
に
変
更
さ
れ
る
か
否
か
明
示
し
て
い
な
い
。
本
件

に
お
い
て

xlが
C
に
対
し
手
続
開
始
後
に
一

0
0
0万
円
を
弁
済
し
た
場
合
、
上
記
の
通
り
判
旨
に
よ
れ
ば

xlは
C
の
和
議
条
件
に
よ
り
変
更
さ

れ
た
連
帯
保
証
債
権
四

0
0万
円

(
1
0
0
0万
円

x
四
0
%
1
1
四
0
0万
円
）
を
代
位
取
得
す
る
。

xl
の
Y
に
対
す
る
求
償
権
は
五

0
0万
円
で

あ
る
が
、
こ
れ
が
和
議
条
件
通
り
の
変
更
を
受
け
な
い
と
す
る
と
上
記
四

0
0万
円
の
限
度
で
行
使
可
能
な
も
の
と
な
る
の
に
対
し
、
求
償
権
も

和
議
条
件
通
り
の
変
更
を
受
け
る
と
す
る
と
五

0
0万
円

x
四
0
%
I
I
二
0
0万
円
の
み
行
使
可
能
な
も
の
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
代
位
取
得
す

る
和
議
債
権
の
限
度
、
と
い
う
制
約
を
前
提
と
し
て
も
さ
ら
に
求
償
権
自
体
が
和
議
条
件
通
り
の
変
更
を
受
け
る
か
否
か
で
弁
済
者
の
最
終
的
に

行
使
で
き
る
求
償
権
の
額
が
異
な
っ
て
く
る
。
従
っ
て
こ
の
問
題
は
本
件
の
解
決
に
影
響
す
る
事
柄
で
あ
り
、
こ
の
点
の
判
旨
の
考
え
が
問
題
と

な
る
が
、
結
論
か
ら
言
え
ば
、
本
判
決
は
こ
の
点
に
つ
い
て
は
何
も
述
べ
て
い
な
い
、
ブ
ラ
ン
ク
に
残
し
た
と
見
る
べ
き
だ
と
思
う
。
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本
判
決
に
対
す
る
評
釈
は
概
ね
、
本
判
決
は
求
償
権
自
体
は
和
議
条
件
に
よ
り
変
更
を
受
け
な
い
と
考
え
て
い
る
と
解
し
て
い
る
（
後
掲
評
釈

「
最
判
平
成
七
年
三
月
二
三
日
民
集
四
九
巻
七
号
九
八
五
頁
解
説
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
七
二
号

（
一
九
九
五
）
―
ニ
一
頁
参
照
）
。
そ
の
根
拠
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
恐
ら
く
①
求
償
権
に
対
す
る
和
議
条
件
に
よ
る
変
更
に
触
れ
て
い
な
い
こ

と
、
②
本
件
に
お
い
て
求
償
権
は
代
位
取
得
す
る
債
権
者
の
債
権
を
下
回
る
た
め
、
求
償
権
も
和
議
条
件
通
り
に
変
更
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
変
更

後
の
求
償
権
は
変
更
後
の
代
位
取
得
債
権
を
下
回
る
は
ず
で
あ
り
、
求
償
権
が
変
更
後
の
代
位
取
得
債
権
の
限
度
で
行
使
し
得
る
、
と
い
う
構
成

は
導
き
得
な
い
こ
と
、
に
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
し
か
し
、
①
に
つ
い
て
は
、
求
償
権
が
和
議
条
件
に
よ
り
変
更
さ
れ
る
の
を

当
然
と
解
し
た
た
め
に
こ
の
点
に
触
れ
て
い
な
い
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
（
和
議
法
四
五
条
が
破
産
法
二
三
条
を
準
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

手
続
開
始
後
の
弁
済
に
よ
る
求
償
権
も
和
議
債
権
と
な
り
和
議
条
件
通
り
に
変
更
さ
れ
る
と
考
え
る
の
が
む
し
ろ
当
然
と
も
い
え
る
）
。
②
）
に
つ
い
て
は
、

求
償
権
も
和
議
条
件
通
り
の
変
更
を
受
け
る
と
解
し
て
も
、
和
議
債
務
者
も
一
定
の
弁
済
を
し
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
は
代
位
取
得
さ
れ
る
和
議

条
件
に
よ
る
変
更
後
の
和
議
債
権
を
上
回
る
こ
と
が
あ
る
（
例
え
ば
、
仮
に
本
件
に
お
い
て
Y
が
C
に
対
し
て
三
五

0
万
円
を
弁
済
し
残
り
の
六
五

0
万

円
を
兄
が
弁
済
し
た
と
す
れ
ば
、

Xl
の
Y
に
対
す
る
求
償
権
は
一
五

0
万
円
で
あ
り
、
こ
れ
が
和
議
条
件
に
よ
り
変
更
さ
れ
る
と
六

0
万
円
に
な
る
。
一
方

X

が
代
位
取
得
す
る
C
の
連
帯
保
証
債
権
は
四
O
O
I
三
五

011
五
0
万
円
と
な
り
、

Xl
の
Y
に
対
す
る
求
償
権
を
下
回
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、

Y
が
C
に一

部
弁
済
し
た
旨
の
認
定
は
原
審
で
は
為
さ
れ
て
い
な
い
が
、
差
戻
審
で
Y
が
か
か
る
主
張
を
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
得
る
だ
ろ
う
）
。

結
論
と
し
て
は
、
本
判
決
の
判
示
は
、
①
手
続
開
始
後
の
弁
済
に
よ
る
求
償
権
は
和
議
条
件
に
よ
る
変
更
を
受
け
原
則
そ
の
限
り
で
行
使
が
可

能
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
「
余
剰
分
」
を
上
回
る
場
合
に
は
そ
の
限
度
と
い
う
制
約
を
受
け
る
、
②
手
続
開
始
後
の
弁
済
に
よ
る
求
償
権
は
、
そ
の

ま
ま
「
余
剰
分
」
を
超
え
な
い
限
り
で
行
使
が
可
能
で
あ
る
。
と
い
う
一
一
通
り
の
理
解
が
可
能
と
い
え
る
。
な
お
、
手
続
開
始
後
の
弁
済
に
よ
る

求
償
権
の
行
使
が
「
余
剰
分
」
の
限
度
と
い
う
制
約
を
受
け
る
、
と
い
う
点
は
上
記
の
何
れ
の
理
解
に
よ
っ
て
も
異
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の

点
の
判
示
が
根
拠
と
す
る
債
権
者
の
和
議
債
権
以
上
の
負
担
の
不
当
性
は
、
複
数
の
全
部
義
務
者
間
の
求
償
に
つ
き
一
般
に
当
て
は
ま
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
の
で
、
本
判
決
の
こ
の
点
の
射
程
も
複
数
全
部
義
務
者
間
の
求
償
一
般
に
お
よ
ぶ
と
考
え
ら
れ
る
。

手
続
開
始
後
の
弁
済
に
よ
る
求
償
権
の
行
使
に
関
す
る
大
審
院
判
決
お
よ
び
二
つ
の
下
級
審
判
決
で
は
、
弁
済
者
は
和
議
債
務
者
を
主
債
務
者

9°
⑤
も
お
そ
ら
く
そ
う
で
あ
ろ
う
。
な
お
八
木
良
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（一）

と
す
る
保
証
人
で
あ
り
、
求
償
権
の
額
が
原
債
権
の
額
を
下
回
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
判
示
も
保
証
人
か
ら
主
債
務
者
へ
の
求
償
を
念
頭
に
置
い

た
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
本
判
決
と
単
純
な
比
較
は
で
き
な
い
。
が
、
本
判
決
の
論
理
を
複
数
全
部
義
務
者
の
場
合
に
つ
き
一
般

化
し
、
求
償
権
の
額
が
原
債
権
の
額
を
下
回
ら
な
い
場
合
に
適
用
し
た
場
合
に
は
、
「
余
剰
分
」
の
限
度
で
の
権
利
行
使
が
認
め
ら
れ
る
と
考
え

ら
れ
（
例
え
ば
甲
の
乙
に
対
す
る
債
権
一

0
0
0
万
円
を
丙
が
保
証
し
て
い
る
、
乙
に
関
し
四

0
％
弁
済
と
す
る
和
議
が
開
始
・
成
立
し
乙
が
甲
に
一

0
0

万
円
弁
済
し
た
所
で
丙
が
残
額
九

0
0万
円
を
弁
済
し
た
、
と
い
う
場
合
に
丙
が
乙
に
対
し
求
償
出
来
る
の
は
九

0
0万
円
で
も
、
そ
の
四

0
％
分
た
る
三
六

0
万
円
で
も
な
く
、
甲
の
和
議
債
権
の
「
余
剰
分
L

たる一―

1
0
0万
円
の
み
と
な
る
）
、
そ
の
意
味
で
は
本
判
決
は
大
判
昭
和
五
年
―
二
月
二
四
日
に
沿

う
も
の
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
先
行
大
審
院
判
決
で
は
、
「
余
剰
分
」
の
限
度
で
の
求
償
権
の
行
使
を
、
求
償
権
自
体
が
将
来
の
請
求
権
（
破

産
法
二
三
条
•
和
議
法
四
五
条
）
と
し
て
受
け
る
破
産
法
三
二
六
条
一
項
•
和
議
法
五
七
条
に
よ
る
和
議
の
効
力
に
基
づ
く
権
利
変
更
の
問
題
と
し

て
捕
ら
え
た
の
に
対
し
、
本
判
決
は
、
端
的
に
和
議
法
の
趣
旨
に
基
づ
く
利
益
考
慮
に
よ
り
そ
の
行
使
を
制
限
す
る
、
と
い
う
枠
組
を
取
っ
た
点

は
注
目
さ
れ
る
（
求
償
権
が
将
来
の
請
求
権
と
し
て
う
け
る
権
利
変
更
と
し
て
は
、
和
議
条
件
通
り
の
弁
済
（
四

0
％
弁
済
な
ら
四

0
％
弁
済
）
と
い
う
の

が
自
然
と
考
え
ら
れ
、
「
余
剰
分
L

の
限
度
と
い
う
権
利
変
更
は
和
議
の
効
力
と
し
て
は
説
明
が
し
難
い
。
本
判
決
は
こ
の
点
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

な
お
、
本
判
決
が
手
続
開
始
後
の
求
償
権
を
「
将
来
の
請
求
権
」
と
し
て
明
示
し
て
い
な
い
こ
と
が
、
本
判
決
が
こ
の
求
償
権
を
和
議
債
権
と
扱
わ
な
い
と
考

え
て
い
る
こ
と
の
根
拠
に
な
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
前
述
（
二
(
=
-
）
口
）
参
照
）
。

先
述
の
通
り
、
和
議
に
お
い
て
手
続
開
始
後
の
求
償
権
が
、
ぶ
余
剰
分
の
限
度
」
と
い
う
行
使
の
制
約
の
ほ
か
、
そ
れ
自
体
和
議

条
件
通
り
の
変
更
を
受
け
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
本
判
決
は
沈
黙
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
本
件
事
案
の
結
論
に
影
響
す
る
問
題
で
あ
り
、

本
判
決
が
こ
の
点
を
ブ
ラ
ン
ク
に
残
し
た
の
に
は
疑
問
を
覚
え
る
。
そ
し
て
、
結
論
か
ら
言
え
ば
、
手
続
開
始
後
の
弁
済
に
よ
る
求
償
権
自
体
も

和
議
条
件
通
り
の
変
更
を
受
け
る
と
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
求
償
権
の
発
生
自
体
は
手
続
開
始
後
で
あ
る
。
し
か
し
、
破
産
法
二
六
条
一
項
本

文
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
他
の
全
部
義
務
者
の
事
前
求
償
権
は
破
産
債
権
と
さ
れ
る
（
破
産
法
一
三
一
条
・
ニ
六
条
一
項
。
『
注
解
破
産
法
改
訂
第
二
版
』

（
一
九
九
四
）

―
四
頁
石
川
明
11
三
上
威
彦
〕
等
）
。
そ
し
て
事
前
求
償
権
が
届
け
出
ら
れ
て
も
配
当
金
は
寄
託
さ
れ
る
の
み
で
、
実
際
に
交
付
さ

れ
る
の
は
現
実
に
弁
済
が
な
さ
れ
た
時
で
あ
る
こ
と
（
同
上
・
―
二
六
頁
[
加
藤
哲
夫
〗
を
考
ぇ
れ
ぱ
‘
こ
の
事
前
求
償
権
と
破
産
手
続
開
始
後
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七
頁
[
加
藤
哲
夫

r
伊
藤
慎
『
破
産
法
新
版
』
（
-
九
九

に
実
際
に
弁
済
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
る
事
後
求
償
権
は
異
な
る
も
の
で
は
な
く
、
後
者
は
、
前
者
が
法
定
条
件
が
成
就
し
た
こ
と
に
よ

り
具
体
化
し
た
も
の
で
あ
り
（
こ
の
こ
と
は
債
権
者
の
債
権
届
出
に
よ
り
事
前
求
償
権
の
行
使
が
制
限
さ
れ
て
い
る
場
合
に
も
異
な
る
こ
と
は
な
い
）
、
破

産
手
続
で
は
手
続
開
始
後
の
弁
済
に
よ
る
事
後
求
償
権
は
破
産
債
権
と
な
る
と
解
す
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
和
議
手
続
で
も
同
様
で
あ
ろ
う

（
和
議
法
四
五
条
は
破
産
法
二
三
条
・
ニ
六
条
一
項
を
準
用
し
て
い
る
）
。
即
ち
、
破
産
手
続
で
は
破
産
債
権
と
し
て
割
合
的
配
当
を
受
け
、
和
議
手
続

で
は
和
議
債
権
と
し
て
和
議
条
件
通
り
の
権
利
変
更
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
（
実
質
論
的
に
見
て
も
‘
弁
済
が
手
続
開
始
前
に
行
わ
れ
る
場
合
も
、
手

続
開
始
後
に
行
わ
れ
る
場
合
も
、
そ
の
原
因
と
な
る
保
証
契
約
等
は
い
ず
れ
も
手
続
開
始
前
に
生
じ
て
い
る
以
上
、
両
者
の
間
で
異
な
る
扱
い
を
す
る
合
理
的

理
由
は
見
当
た
ら
な
い
。
な
お
、
佐
久
間
・
後
掲
評
釈
⑦
一
七

I
一
九
頁
は
、
い
わ
ゆ
る
「
宣
告
時
現
存
額
主
義
」
を
根
拠
に
、
手
続
開
始
後
の
弁
済
に
よ
る

求
償
権
の
方
が
手
続
開
始
前
の
弁
済
に
よ
る
求
償
権
よ
り
も
優
先
す
る
べ
き
だ
と
す
る
が
、
宣
告
時
現
存
額
主
義
は
債
権
者
の
権
利
行
使
に
関
す
る
も
の
で
あ

り
、
求
償
権
者
の
権
利
行
使
の
場
合
の
不
均
衡
の
根
拠
と
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
）
。
こ
れ
は
、
求
償
権
が
連
帯
保
証
人
相
互
間
の
求
償
権
（
民
法
四
六
五

条
一
項
）
で
あ
る
と
、
そ
れ
以
外
の
全
部
義
務
者
（
破
産
法
二
六
条
一
項
）
間
の
場
合
で
あ
る
と
を
問
わ
な
い
。

本
判
決
に
よ
れ
ば
、
和
議
に
つ
き
、
「
余
剰
分
」
の
限
度
で
の
み
行
使
で
き
る
、
と
の
制
約
が
更
に
か
か
る
こ
と
に
な
る
。

本
判
決
が
そ
の
拠
り
所
と
す
る
の
は
、
和
議
債
務
者
に
和
議
債
権
以
上
の
負
担
を
強
い
る
べ
き
で
な
い
（
換
言
す
れ
ば
二
つ
の
和
議
債
権
を
二

重
以
上
に
評
価
す
る
の
は
妥
当
で
な
い
」
）
と
の
利
益
衡
量
で
あ
る
が
、
本
判
決
は
そ
の
利
益
衡
量
の
根
拠
を
「
和
議
制
度
の
趣
旨
」
に
求
め
て
い

る
（
判
旨
四
「
ま
た
」
以
下
）
。
破
産
の
場
合
も
債
権
の
二
重
評
価
は
妥
当
で
な
い
と
さ
れ
る
（
債
権
者
が
債
権
全
額
を
届
け
出
て
い
る
場
合
に
将
来
の

求
償
権
者
が
求
償
権
を
届
け
出
る
こ
と
を
禁
ず
る
破
産
法
二
六
条
一
項
は
こ
の
趣
旨
に
出
た
も
の
と
一
般
に
い
わ
れ
る
（
『
注
解
破
産
法
改
訂
第
二
版
』
―
―
―

頁
（
最
判
昭
和
六
二
年
七
月
二
日
の
原
審
）
参
照
）
が
、
そ
の
根
拠
は
、
他
の
破
産
債
権
者
を
害
す
る
こ
と
に
な
り
妥
当
で
な
い
こ
と
に
求
め
ら
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
破
産
の
場
合
、
個
々
の
破
産
債
権
者
が
受
領
す
る
配
当
金
の
額
は
、
破
産
財
団
に
積
極
財
産
の
総
額
と
破
産
債
権
の
総
額

と
の
割
合
に
よ
り
決
ま
る
た
め
、

る
。
こ
の
不
当
性
が
破
産
の
場
合
に
債
権
の
二
重
評
価
を
否
定
す
る
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
和
議
の
場
合
の
債
権
の
二
重
評

（二）

―
―
―
―
六
頁
等
）
。
ま
た
名
古
屋
高
判
昭
和
六

0
年
六
月
二
六
日
判
例
時
報
―
―
七

0
号
一
四
一
―

―
つ
の
破
産
債
権
が
二
重
評
価
さ
れ
れ
ば
そ
の
分
だ
け
各
破
産
債
権
に
対
す
る
配
当
金
は
減
少
す
る
こ
と
に
な
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価
の
不
当
性
の
根
拠
は
こ
れ
と
は
若
干
異
な
っ
て
く
る
。
な
ぜ
な
ら
、
和
議
の
場
合
に
は
破
産
と
異
な
り
、
各
和
議
債
権
者
の
受
領
す
る
弁
済
額

―
つ
の
和
議
債
権
が
二
重
に
評
価
さ
れ
た
と
し
て
も
、
直
ち
に
他
の
和
議
債
権
へ
の
弁
済
額
が
減
少
す
る
こ
と
に
は
な

ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
本
件
に
お
い
て
も

xlが
手
続
開
始
後
に

C
に
六

0
0万
円
弁
済
し
一

0
0万
円
の
求
償
権
を
取
得
し
た
と
す
る
。

仮
に

Y
に
対
す
る
関
係
で
、

C
に一

0
0
0万
円
の
権
利
行
使
を
許
し
た
上
で

xl
に一

0
0万
円
の
求
償
権
の
行
使
を
許
し
た
場
合
、

C
は
一
〇

0
0万
円
の
四

0
％
で
あ
る
四

0
0万
円
の
弁
済
を
受
け
、

Xlは一

0
0万
円
の
四

0
％
の
四

0
万
円
の
弁
済
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
（
手
続
開

始
後
の
弁
済
に
基
づ
く
求
償
権
も
和
議
債
権
と
な
る
と
い
う
前
提
で
あ
る
）
、

Xl
の
受
領
す
る
四

0
万
円
分
だ
け
債
権
を
二
重
に
評
価
す
る
こ
と
に
な

る
が
、
他
の
債
権
者
の
受
領
す
る
弁
済
額
は
依
然
そ
の
債
権
の
四

0
％
で
あ
り
、

Xlが
受
け
取
る
四

0
万
円
の
分
だ
け
減
少
す
る
こ
と
は
な
い
。

も
っ
と
も
、
弁
済
す
べ
き
和
議
債
権
の
総
額
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
和
議
条
件
作
成
の
段
階
で
弁
済
率
が
低
く
な
る
、
あ
る
い
は
和
議
債
務
者

の
負
担
の
増
加
に
よ
り
弁
済
が
滞
る
な
い
し
不
可
能
に
な
る
な
ど
の
形
で
、
他
の
和
議
債
権
者
に
不
利
益
を
及
ぼ
す
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
が
、
こ

れ
ら
は
何
れ
も
破
産
の
場
合
に
比
べ
れ
ば
間
接
的
で
あ
る
。
む
し
ろ
和
議
の
場
合
、
直
接
の
影
響
を
受
け
る
の
は
和
議
債
務
者
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
上
記
の
例
で
い
え
ば
、
和
議
債
務
者
た
る

Y
の
負
担
す
る
債
務
が
、
二
重
評
価
さ
れ
た
四

0
万
円
分
だ
け
増
加
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
分

だ
け
更
生
が
阻
害
さ
れ
、
和
議
が
失
敗
し
破
産
に
移
行
す
る
可
能
性
が
高
く
な
る
。
和
議
の
場
合
に
は
破
産
と
違
い
、
債
権
の
二
重
評
価
の
否
定

の
根
拠
を
求
め
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
更
生
阻
害
•
和
議
失
敗
の
助
長
の
不
当
性
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
（
判
旨
が
「
和
議
債
権
以
上
の
権
利
行
使
の

不
当
性
」
と
い
う
論
じ
方
を
し
た
の
は
か
か
る
理
由
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
判
旨
の
言
う
「
和
議
制
度
の
趣
旨
」
は
、
和
議
債
務
者
の
更
生
・
破
産
の

回
避
を
意
味
す
る
と
解
さ
れ
る
）
。
す
る
と
、
和
議
の
場
合
、
求
償
権
の
行
使
に
「
余
剰
分
」
の
限
度
と
い
う
制
約
を
課
す
べ
き
か
は
、
弁
済
者
と

和
議
債
務
者
間
の
利
益
衡
量
に
よ
り
定
ま
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
が
、
和
議
債
務
者
の
更
生
を
強
調
す
る
立
場
か
ら
は
、
こ
の
点
の
判
旨
の
結
論

は
是
認
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
（
手
続
開
始
後
の
弁
済
に
よ
る
求
償
権
は
、
手
続
開
始
後
に
発
生
す
る
以
上
和
議
債
権
で
は
な
い
、
と
す
る
立
場

に
よ
っ
て
も
こ
の
点
の
考
慮
は
異
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
判
旨
の
利
益
衡
量
か
ら
す
れ
ば
、
潮
見
・
後
掲
評
釈
④
―
四
頁
、
秦
・
後
掲
評
釈
⑦
六
六
頁

が
言
う
よ
う
に
直
接
求
償
権
に
対
す
る
和
議
条
件
の
適
用
を
問
題
と
す
る
だ
け
で
は
、
解
決
に
な
ら
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
）
。

と
こ
ろ
で
ひ
る
が
え
っ
て
考
え
る
と
、
和
議
の
場
合
の
「
和
議
債
権
以
上
の
負
担
」
の
不
当
性
が
、
和
議
債
務
者
を
軸
に
す
え
た
利
益
衡
量
か

は
和
議
条
件
に
依
存
し
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ら
導
か
れ
る
の
に
対
し
、
破
産
の
場
合
に
は
他
債
権
者
と
の
利
害
関
係
か
ら
導
か
れ
る
と
す
れ
ば
、
破
産
の
場
合
に
は
異
別
に
取
り
扱
い
、
求
償

権
に
対
す
る
割
合
的
配
当
を
そ
の
ま
ま
与
え
る
こ
と
を
認
め
る
余
地
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
す
る
と
―
つ
の
債
権
を
二
重
に
評
価
し
て
い

る
、
と
の
批
判
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
求
償
権
は
債
権
者
の
債
権
と
は
別
個
の
債
権
で
あ
る
。
求
償
権
に
対
す
る
割
合
弁
済
に
よ
り
、

元
々
の
債
権
者
の
債
権
に
対
す
る
配
当
以
上
の
負
担
を
破
産
財
団
が
強
い
ら
れ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
を
「
―
つ
の
債
権
の
二
里
評
価
」
と
批
判
す

る
こ
と
は
必
ず
し
も
出
来
な
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
破
産
の
場
合
そ
の
不
当
性
は
他
の
破
産
債
権
者
と
の
利
害
関
係
か
ら
導
か
れ
て
い
る
。

し
か
し
破
産
債
権
者
間
の
関
係
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
求
償
権
者
と
他
の
破
産
債
権
者
の
間
で
受
領
す
る
配
当
の
割
合
が
異
な
る
こ
と
を
む
し
ろ

不
当
と
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。
破
産
法
二
六
条
一
項
の
理
解
、
手
続
上
の
取
り
扱
い
等
つ
め
る
べ
き
点
は
多
い
が
、
破
産
に
お
い
て
求

償
権
の
行
使
を
制
限
す
る
こ
と
を
当
然
視
し
て
き
た
今
日
ま
で
の
理
解
は
少
な
く
と
も
再
検
討
は
さ
れ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

（
一
）
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
本
件
の

xlが
手
続
開
始
後
に
一

0
0
0万
円
を
弁
済
し
た
と
す
る
と
、
求
償
権
を
行
使
し
た
場
合
に
は
、

五

0
0万
円
の
四

0
％
た
る
一

1
0
0万
円
の
み
行
使
が
可
能
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
破
産
に
置
き
直
せ
ば
、
二

0
0万
円
の
配
当
金
の
み
交
付
さ
れ

る
）
。
し
か
し
、

Xlが
代
位
取
得
し
た
債
権
者
の
債
権
（
こ
こ
で
は
判
旨
に
従
い
、
弁
済
額
全
額
に
相
当
す
る
債
権
が
代
位
取
得
さ
れ
る
と
解
す
る
）
を

行
使
し
た
場
合
も
二

0
0万
円
の
限
度
で
し
か
行
使
で
き
な
い
（
破
産
の
場
合
は
二

0
0万
円
の
配
当
金
し
か
受
け
ら
れ
な
い
）
か
、
は
別
問
題
で
あ

る
。
民
法
上
、
求
償
権
者
が
代
位
取
得
債
権
を
行
使
す
る
場
合
に
は
、
求
償
権
の
限
度
と
い
う
制
約
を
受
け
る
と
さ
れ
る
（
最
判
昭
和
六
一
年
ニ

月
二

0
日
民
集
四

0
巻
一
号
四
一
二
頁
）
。
こ
れ
か
ら
す
れ
ば
、
求
償
権
の
行
使
（
に
よ
る
配
当
金
）
が
―

1
0
0
万
円
し
か
認
め
ら
れ
な
い
以
上
、
代
位

取
得
さ
れ
た
債
権
を
行
使
し
た
場
合
も
同
様
に
二

0
0万
円
の
限
度
で
の
行
使
（
配
当
金
）
し
か
認
め
得
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
代
位
取
得
債
権
の
行
使
を
制
限
す
る
の
は
元
々
の
求
償
権
だ
と
解
す
る
の
も
不
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
上
記
の
例
の
場

合
元
々
の
求
償
権
五

0
0万
円
の
限
度
で
、
和
議
条
件
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
代
位
取
得
債
権
四

0
0万
円
を
行
使
で
き
る
（
な
い
し
代
位
取
得
債

権
に
対
す
る
配
当
金
四

0
0万
円
を
受
領
で
き
る
）
と
解
す
る
余
地
も
出
て
く
る
（
和
議
の
場
合
に
は
法
律
論
と
し
て
は
多
少
無
理
が
伴
う
か
も
し
れ
な
い

が
、
特
に
破
産
手
続
に
お
け
る
配
当
は
実
体
的
権
利
の
変
更
を
意
味
し
な
い
と
す
れ
ば
、
破
産
の
場
合
に
は
か
か
る
帰
結
は
比
較
的
容
易
に
導
か
れ
よ
う
。
す

で
に
福
永
有
利
「
代
位
弁
済
に
よ
り
取
得
し
た
原
債
権
・
保
証
債
権
の
取
り
た
て
訴
訟
の
諸
問
題
L

ジ
ュ
リ
ス
ト
八
六
六
号
（
一
九
八
六
）

-

l

三
頁
の
指
摘
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意
が
必
要
で
あ
る
。

が
あ
る
（
こ
れ
に
対
す
る
反
論
と
し
て
住
吉
博
「
最
判
昭
和
六
一
年
二
月
二

0
日
判
例
評
釈
」
判
例
評
論
三
三
二
号
(
-
九
八
六
）
四
五
頁
）
）
。
か
か
る
立

場
を
取
れ
ば
、
弁
済
が
手
続
開
始
前
に
行
わ
れ
た
場
合
（
こ
の
場
合
の
求
償
権
が
和
議
債
権
・
破
産
債
権
に
な
る
こ
と
に
疑
い
は
な
い
だ
ろ
う
。
判
旨
二

参
照
）
に
も
同
様
に
元
々
の
求
償
権
の
額
ま
で
の
権
利
行
使
を
認
め
る
こ
と
に
な
ろ
う
（
も
っ
と
も
本
文
の
立
場
を
取
っ
て
も
、
手
続
開
始
前
の
弁
済

の
場
合
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
宣
告
時
現
存
額
主
義
L

に
よ
り
①
一
部
弁
済
の
場
合
で
も
代
位
取
得
債
権
の
行
使
が
可
能
で
あ
る
、
②
「
余
剰
分
L

の
限
度
で
の

行
使
で
な
く
、
代
位
取
得
し
た
債
権
に
対
す
る
割
合
弁
済
を
受
け
ら
れ
る
、
と
い
う
点
で
手
続
開
始
後
の
弁
済
の
場
合
と
比
べ
、
若
干
の
差
異
は
残
る
）
0

な
お
、
上
記
（
二
）
で
触
れ
た
問
題
は
複
数
の
全
部
義
務
者
間
の
権
利
行
使
一
般
に
通
ず
る
問
題
で
あ
る
が
、
（
一
）
・
(
-
=
-
）
で
扱
っ

た
問
題
は
、
弁
済
者
が
代
位
取
得
し
た
債
権
者
の
債
権
の
額
が
求
償
権
の
額
を
上
回
る
場
合
に
限
っ
て
生
じ
る
問
題
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
件
の

よ
う
に
連
帯
保
証
人
が
他
の
連
帯
保
証
人
に
対
し
て
代
位
取
得
し
た
連
帯
保
証
債
権
を
行
使
す
る
場
合
は
、
代
位
取
得
債
権
の
額
が
求
償
権
の
額

を
上
回
る
典
型
的
な
事
例
と
考
え
ら
れ
る
（
但
し
、
代
位
取
得
さ
れ
る
連
帯
保
証
債
権
は
、
負
担
部
分
の
割
合
な
い
し
求
償
権
の
額
に
よ
り
画
さ
れ
る
と

解
す
る
余
地
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
方
が
学
説
上
は
通
説
的
見
解
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た
（
二
（
三
）
イ
）
）
。
こ
の
立
場
に
よ
れ
ば
連
帯
保
証
人
の
他

の
連
帯
保
証
人
に
対
す
る
求
償
の
事
例
が
代
位
取
得
債
権
の
額
が
求
償
権
の
額
を
上
回
る
場
合
の
典
型
と
は
言
え
な
く
な
る
）
が
、
特
に
以
下
の
二
点
に
留

第
一
に
、
連
帯
保
証
人
が
債
権
者
に
対
し
て
弁
済
を
し
た
場
合
、
彼
は
他
の
連
帯
保
証
人
に
対
し
て
負
担
部
分
を
超
え
た
限
り
で
の
求
償
権
を

取
得
す
る
ほ
か
に
、
主
債
務
者
に
対
し
て
も
弁
済
額
に
応
じ
た
求
償
権
を
取
得
す
る
。
そ
し
て
一
般
に
代
位
取
得
さ
れ
た
債
権
（
こ
の
場
合
は
主

債
務
者
に
対
す
る
原
債
権
と
そ
れ
を
担
保
す
る
も
の
と
し
て
の
他
の
連
帯
保
証
人
に
対
す
る
連
帯
保
証
債
権
）
の
行
使
は
「
求
償
権
」
の
行
使
の
制
限
を

受
け
る
と
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
「
求
償
権
」
は
主
債
務
者
に
対
す
る
求
償
権
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
弁
済
を
し
た
連
帯
保
証

人
が
他
の
連
帯
保
証
人
に
対
し
代
位
取
得
し
た
連
帯
保
証
債
権
を
行
使
す
る
場
合
に
、
こ
の
行
使
が
主
債
務
者
に
対
す
る
求
償
権
の
制
限
の
他
に
、

当
該
連
帯
保
証
人
に
対
す
る
求
償
権
の
制
限
を
受
け
る
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
（
山
田
誠
一
•
前
掲
論
文
一
八
九
頁
、
塚
原
朋
一
•
最
高

裁
判
所
判
例
解
説
民
事
篇
昭
和
六
一
年
度
四
六
八

1
四
六
九
頁
は
制
限
を
受
け
る
べ
き
だ
と
す
る
。
安
永
正
昭
「
協
会
と
他
の
保
証
人
お
よ
び
物
的
担
保
」
金

融
法
研
究
資
料
編
（
七
）
（
一
九
九
一
）
五
三
頁
は
か
か
る
解
釈
は
無
理
だ
と
す
る
。
ま
た
石
田
喜
久
夫
「
原
債
権
と
求
償
権
の
関
係
」
金
融
法
研
究
資
料
編

四）
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四
の
は
見
当
た
ら
な
い
）
。

（
三
）
（
一
九
八
七
）
五
九
頁
は
制
限
を
受
け
な
い
と
い
う
前
提
に
立
つ
。
な
お
塚
原
•
前
掲
解
説
四
六
七
頁
は
こ
の
点
に
関
す
る
議
論
の
希
薄
性
を
指
摘
す

る
）
。
連
帯
保
証
人
に
対
す
る
求
償
権
の
制
限
も
受
け
る
と
す
れ
ば
、
和
議
・
破
産
に
お
い
て
も
代
位
取
得
債
権
の
行
使
に
対
す
る
（
弁
済
者
の
和

議
債
権
者
に
対
す
る
）
求
償
権
の
制
限
の
範
囲
を
論
じ
る
実
益
が
あ
る
が
、
制
限
を
受
け
な
い
と
す
れ
ば
論
じ
る
実
益
は
消
え
る
。

第
二
に
、
手
続
開
始
後
の
弁
済
に
よ
る
求
償
権
は
和
議
条
件
ど
お
り
の
変
更
を
受
け
る
と
し
、
か
つ
代
位
取
得
債
権
の
行
使
も
和
議
条
件
に
よ

り
変
更
さ
れ
た
求
償
権
の
限
度
で
の
み
認
め
ら
れ
る
と
す
る
と
、
他
の
連
帯
保
証
人
の
不
弁
済
を
誘
発
す
る
余
地
が
あ
る
。
本
件
の
例
を
と
れ
ば
、

連
帯
保
証
人

Xlが
債
権
者
C
に
対
し
一

0
0
0万
円
全
額
を
弁
済
し
て
し
ま
う
と
、

Y
か
ら
は
一

1
0
0万
円
（
自
己
の
求
償
権
五

0
0万
円
の
四

O

％
）
の
限
度
で
し
か
弁
済
を
受
け
ら
れ
ず
三

0
0万
円
分
を
求
償
し
そ
こ
な
う
が
、

C
に
対
す
る
弁
済
を
拒
み
つ
づ
け
れ
ば
結
局

C
が
Y
か
ら
四

0
0万
円
の
弁
済
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
残
り
の
六

0
0万
円
を

C
に
対
し
て
弁
済
す
れ
ば
よ
く
、
自
己
の
負
担
部
分
を
超

え
る
損
失
分
は
一

0
0万
円
で
済
む
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
（
同
様
の
不
均
衡
は
破
産
手
続
で
も
起
き
る
。
も
っ
と
も
以
上
の
記
述
は
債
権
者
の
債

権
に
関
す
る
手
続
開
始
後
の
利
息
を
無
視
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
考
慮
に
入
れ
る
と
特
に
和
議
債
務
者
か
ら
の
弁
済
の
完
了
に
相
当
の
時
間
を
要
す
る
の

が
通
常
で
あ
る
和
議
の
場
合
に
は
他
の
連
帯
保
証
人
と
し
て
は
必
ず
し
も
弁
済
を
拒
み
つ
づ
け
る
こ
と
が
得
策
と
も
い
え
な
い
）
。
ま
た
手
続
開
始
後
の
弁

済
に
よ
る
求
償
権
は
和
議
債
権
に
な
ら
な
い
と
し
開
始
前
の
求
償
権
に
対
し
優
遇
す
る
と
、
同
様
に
手
続
開
始
ま
で
弁
済
を
遅
延
さ
せ
た
他
の
全

部
義
務
者
に
有
利
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
不
均
衡
を
や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て
容
認
す
る
か
、
不
当
な
も
の
と
す
る
か
、
検
討
が
必
要
と
な
る

（
佐
久
間
・
後
掲
評
釈
⑦
一
八
頁
も
こ
の
問
題
を
指
摘
す
る
が
、
こ
の
現
象
を
さ
し
て
ど
ち
ら
が
先
に
弁
済
し
た
か
に
よ
り
負
担
部
分
が
異
な
る
こ
と
に
な
る

と
批
判
す
る
の
に
は
賛
同
で
き
な
い
。
な
お
、
こ
の
不
均
衡
を
不
当
と
す
る
立
場
と
し
て
は
、
和
議
債
務
者
・
破
産
管
財
人
が
債
権
者
に
二

0
0万
円
以
上
の

弁
済
・
配
当
を
す
れ
ば
、
そ
の
超
え
る
額
に
つ
き
和
議
債
務
者
・
破
産
管
財
人
が

Xlに
求
償
出
来
る
と
い
う
立
場
も
取
り
う
る
が
、
学
説
上
こ
れ
を
唱
え
る
も

以
上
の
様
に
、
求
償
権
と
代
位
取
得
債
権
の
関
係
が
倒
産
手
続
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
解
さ
れ
る
べ
き
か
、
特
に
求
償
権
が
代
位

取
得
債
権
を
額
に
お
い
て
下
回
る
場
合
の
扱
い
を
ど
う
す
る
べ
き
か
は
、
今
後
も
議
論
を
要
す
る
重
要
な
問
題
で
あ
ろ
う
。
従
来
の
判
例
で
は
求

償
権
の
額
が
債
権
者
の
債
権
を
下
回
る
事
案
は
な
く
、
本
判
例
で
初
め
て
そ
の
問
題
が
如
実
に
露
呈
さ
れ
た
と
い
え
る
。
そ
の
意
味
で
本
件
は
重
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要
な
意
義
を
有
す
る
が
、
議
論
の
出
発
点
と
な
る
べ
き
、
手
続
開
始
後
の
弁
済
に
よ
る
求
償
権
が
和
議
債
権
と
な
る
や
否
や
の
問
題
に
つ
い
て
判

~ 
及
ぶ
と
考
え
る
が
、
特
に
和
議
手
続
開
始
後
の
全
部
弁
済
の
場
合
の
求
償
権
の
行
使
の
制
限
に
関
す
る
判
示
（
判
旨
三
•
四
）
は
破
産
の
場
合
に

は
射
程
は
及
ば
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
（
も
っ
と
も
手
続
開
始
後
の
一
部
弁
済
の
場
合
の
求
償
を
否
定
し
た
最
判
昭
和
六
二
年
七
月
二
日
．
「
破
産

手
続
に
伴
う
求
償
権
の
行
使
の
制
約
を
考
慮
す
れ
ば
届
出
債
権
額
が
求
償
権
の
額
を
下
回
る
場
合
に
お
い
て
も
、
右
届
出
を
し
た
保
証
人
は
、
特
段
の
事
情
の

な
い
限
り
、
求
償
権
全
部
を
行
使
す
る
意
思
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
た
最
判
平
成
七
年
三
月
二
三
日
民
集
四
九
巻
七
号
九
八
五

頁
に
は
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
）
。
ま
た
本
判
決
に
よ
っ
て
も
、
弁
済
者
が
代
位
取
得
し
た
債
権
を
行
使
し
た
場
合
に
い
か
な
る
範
囲
で
そ
の
行
使

が
認
め
ら
れ
る
か
は
手
続
開
始
前
の
弁
済
の
場
合
・
手
続
開
始
後
の
弁
済
の
場
合
を
合
わ
せ
、
別
途
考
察
す
る
余
地
が
あ
る
と
考
え
る
。

③ ② ① ④
 

本
判
決
に
は
以
下
の
評
釈
・
解
説
が
あ
る
。

八
木
良
一
・
解
説
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
六
七
号
（
一
九
九
五
）

住
吉
博
・
評
釈
・
判
例
評
論
四
四
一
号
（
了
九
九
五
）
六

0
頁

秦
光
昭
・
評
釈
•
金
融
法
務
事
情
―
四
二
四
号
(
-
九
九
五
）
四
頁

同
・
評
釈
•
N
B
L

五
九
二
号
（
一
九
九
六
）
六
二
頁

大
西
武
士
・
評
釈
•
金
融
商
事
判
例
九
七
七
号
（
一
九
九
五
）
四
二
頁

潮
見
佳
男
・
評
釈
•
銀
行
法
務
2
1五
―
四
号
（
一
九
九
五
）
一
0
頁

佐
久
間
弘
道
・
評
釈
•
金
融
法
務
事
情
―
四
四
三
号
(
-
九
九
五
）
一
四
頁

加
藤
哲
夫
・
評
釈
•
私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
ー
ニ
号
（
一
九
九
六
）
一
四
0
頁

⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ⑨
 
荒
木
隆
男
・
評
釈
•
平
成
七
年
度
重
要
判
例
解
説
（
ジ
ュ
リ
ス
ト
一0
九
一
号
（
一
九
九
六
）
）

な
お
脱
稿
後
、
校
正
中
に
田
原
睦
夫
•
本
件
評
釈
•
金
融
法
務
事
情
―
四
六0
号
(
]
九
九
六
）
四
三
頁
に
接
し
た
。

旨
が
沈
黙
し
て
し
ま
っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
。

―
―
七
頁

―
―
九
頁

八

田

卓

也

）

本
判
決
の
射
程
は
、
連
帯
保
証
人
問
の
求
償
に
限
ら
ず
、
数
人
の
全
部
義
務
者
の
う
ち
の
一
人
に
つ
き
和
議
が
成
立
し
た
場
合
一
般
に

114 (2• 99) 221 


